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研究成果の概要（和文）：本研究では、顎関節症のリスク因子の一つである覚醒時ブラキシズム(AB: Awake 
Bruxism)の発生と生体情報との相互関係を予測・検討した。被験者にウェアラブルタイプの身体生体信号計測プ
ラットフォームを装着して日常生活を送ってもらい、左側咬筋の筋電図と心電図を同時に測定した。ABエピソー
ド発生直前に心拍数は増加傾向を示したが、心拍変動のLF/HFは変化しなかった。本研究により、心拍数による
覚醒時ブラキシズムの予測や発生機序の解明につながる知見が得られる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the relationship between the onset of Awake 
Bruxism (AB), one of the risk factors for temporomandibular disorders, and biological information. 
Healthy participants wore a wearable body sensing platform device during daily lives, then both 
electromyogram (EMG)  of the left masseter muscle and electrocardiogram (ECG) were measured 
simultaneously. Heart rate seemed to increase just before the onset of AB episodes, while LF/HF 
ratio of heart rate variability showed no difference. This study suggested that heart rate might 
predict the onsets of AB and could provide new knowledge for the onset mechanism of AB.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
覚醒時ブラキシズム（AB: Awake Bruxism）発生と生体情報の相互関係を生理的な観点から網羅的に評価を行っ
た報告は過去にない。生体情報の変化を評価することにより、ABと睡眠時ブラキシズム（SB：Sleep Bruxism）
との関連性やリスク因子の評価も可能である。また生体情報からAB発生を予測できれば、ウェアラブル機器を用
いてAB発生直前に顎関節症患者へリスクを通知できるため、AB是正のための認知行動療法のツールとして臨床に
応用できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
顎関節症は、う蝕および歯周病に次ぐ第三の歯科疾患として認知されてきている。咀嚼筋や
顎関節の慢性的な痛みを伴う顎関節症は多因子疾患であると考えられており、リスク因子には
症状関連因子（年齢など）、精神医学的・心理社会的因子（精神的ストレス、緊張、抑うつなど）、
行動学的要因（ブラキシズム（非機能的咬合習癖）、硬固物咀嚼、PC作業など）がある[1]。リ
スク因子の一つである睡眠時ブラキシズム（SB：Sleep Bruxism）は、睡眠時ポリグラフや簡易
型筋電記録装置などの客観的評価法が確立されており、その発生機序が明らかにされつつある。
しかし、同じくリスク因子である覚醒時ブラキシズム（AB：Awake Bruxism）については、装置
の小型化が進むまで日中の評価が困難であったため、SB と比較して不明な点が多い。最近にな
って装置の小型化が進み、AB の発生頻度や咬合力の強さなどの研究[2]や、筋電図を用いた AB
のバイオフィードバック療法などの研究が進められている[3]。SB の大半は、ノンレム睡眠か
らレム睡眠に移行する時に発生することがわかっており、発生直前には交感神経活動が上昇し、
脳波や心拍数に変化が現れる。SB と同様に AB 発生前にも生体情報が変化する可能性が考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、被験者に咀嚼筋筋電図および生体情
報モニタを装着して日常生活を送ってもらい、咀嚼
筋筋電図を用いて ABを評価し、同時に測定した生体
情報（心拍数、心拍変動）との関連を比較すること
により、ABの発生機序について検討する。 
 
３．研究の方法 
被験者は、顎口腔系に機能異常を認めない健常有
歯顎者 4 名とした。ウェアラブルタイプの身体生体
信号計測プラットフォーム BiosignalsPlux （Plux
社）（図１）を用いて、9 時 30 分から 16 時 30 分の
間に左側咬筋の筋電図と心電図を同時に測定した
（図２上段）。筋電図の波形抽出条件は、基線の 2
倍以上、波形持続時間 0.08 秒以上、ABエピソード 

 

 

間隔 0.08 秒以上とし、抽出した AB エピソードのうち直前のエピソードとの間隔が 600 秒以上
のものを解析に用いた。各々の ABエピソード発生時点から遡って 30 秒ごとの心拍数および心
拍変動の各被験者の平均値を求めたあと（図２中段）、さらに全ての被験者の平均値を求めた。
なお、食事および睡眠時間は解析から除外した（図２下段）。 
 

 



４．研究成果 
総解析時間の平均は 6 時間 15 分 39 秒で、AB エピソードを 1093.3±874.0 回抽出した。AB
エピソードの平均持続時間は 0.409±0.147 秒であった。全ての ABエピソードのうち、直前の
AB エピソードとの間隔が 600 秒以上のエピソードが 7.25±2.87 回抽出された。 
AB エピソード発生 120 秒前から心拍数は増加傾向を示した（図３）。心拍変動の LF/HF は変
動がみられるものの、一定の傾向は認められなかった。SB の発生直前には交感神経活動が上昇
し、脳波や心拍数に変化が現れることが報告されている[4]。本研究の結果から、SB と同様に
AB 発生前にも生体情報が変化する可能性があり、心拍数による覚醒時ブラキシズムの予測や発
生機序の解明につながる知見が得られる可能性が示唆された。 
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